


100 年記念
100

th

　大正 10 年４月、現在の音更村か
ら分村し、歩み出した「鹿追町」。
　令和２年にその歩みは 100 年を
迎え、先人たちのたくましい歴史に
新たなページを刻みました。
　そして鹿追町は次の 100 年に向
い新たな一歩を踏み出します。

1902（明治 35）年　　山田松次郎・クテクウシ原野に入地
1913（大正２）年　　クテクウシ駅逓開設
1921（大正 10）年　　音更村から分村、役場開庁
1928（昭和３）年　　北海道拓殖鉄道（新得・鹿追間）開通
1930（昭和 5）年　　鹿追村役場庁舎新築落成
1931（昭和６）年　　鹿追市街に電話開設
1932（昭和７）年　　鹿追市街に電灯設置
　　　　　　　  　　然別湖道路湖畔まで開通
1939（昭和 14）年　　鹿追商業組合創立
1942（昭和 17）年　　鹿追消防会館落成
1946（昭和 21）年　　北農鹿追厚生病院開設（現国保病院）
1948（昭和 23）年　　鹿追村役場瓜幕支所開設
　　　　　　　  　　鹿追村農業協同組合設立
1949（昭和 24）年　　鹿追村・村章制定
1950（昭和 25）年　　北海道清水高等学校鹿追分校開校
　　　　　　　  　　開基 30 周年記念式典挙行
1957（昭和 32）年　　陸上自衛隊鹿追駐屯地開庁
1959（昭和 34）年　　町制施行
1960（昭和 35）年　　国勢調査実施、人口 10,448 人
1967（昭和 42）年　　然別湖〜糠平温泉間道路開通
　　　　　　　　　  社会福祉会館新築落成
1970（昭和 45）年　　鹿追町開基 50 周年記念式典挙行
　　　　　　　　　  町民憲章・町旗制定
1971（昭和 46）年　　町立国保病院新築落成
1972（昭和 47）年　　第 1 回白蛇姫まつり開催
　　　　　　　　　  鹿追市街簡易水道完成
1974（昭和 49）年　　役場新庁舎落成
1978（昭和 53）年　　鹿追自然ランドオープン
1979（昭和 54）年　　鹿追総合スポーツセンターオープン
1980（昭和 55）年　　鹿追町立特別養護老人ホーム開設
1981（昭和 56）年　　コミュニティーセンター落成
1983（昭和 58）年　　第 1 回然別湖コタンまつり開催
1985（昭和 60）年　　ストニィプレイン町と姉妹提携調印
　　　　　　　　　  開基 65 年記念町指定「花・木・鳥」選定
1988（昭和 63）年　　瓜幕中で自然体験留学制度導入
1990（平成２）年　　鹿追町開基 70 年記念式典挙行
　　　　　　　　　  ライディングパーク落成
1993（平成 5）年　　神田日勝記念館落成（現神田日勝記念美術館）
　　　　　　　　　  鹿追町民ホール落成
　　　　　　　　　  鹿追町トリムセンター落成
1997（平成 9）年　　長崎県鹿町町と姉妹町提携
1998（平成 10）年　　健康温水プールしかおい落成
　　　　　　　　　  ピュアモルトクラブハウス落成
2000（平成 12）年　　ウリマックホール落成
2003（平成 15）年　　文部科学省研究開発学校に指定（町内８校）
　　　　　　　　　　（小中高一貫教育）
2007（平成 19）年　　陸上自衛隊鹿追駐屯地創立 50 周年記念
　　　　　　　　　  パレード
　　　　　　　　　  鹿追町環境保全センター新築落成
2013（平成 25）年　　とかち鹿追ジオパークが認定
2017（平成 29）年　　東京都台東区との連携協定締結
　　　　　　　　　 しかおい GEOP パークゴルフ場オープン
2019（令和元）年　　鹿追町立認定こども園落成
2020（令和 2）年　　鹿追町開町 100 年
2021（令和 3）年　　鹿追町開町 100 年記念式典挙行

The beginning of 
new Shikaoi

Anniversary
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開町 100 年記念特集

鹿追の始まり

大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
４

月
、鹿
追
町
は
「
鹿
追
村
」

と
し
て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

「
鹿
追
」
の
名
前
は
ア
イ
ヌ
語
で

鹿
を
追
い
詰
め
る
と
こ
ろ
（
猟

す
る
と
こ
ろ
）
と
い
う
意
味
の

「
ク
テ
ク
ウ
シ
」
が
語
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
鹿
追
の
始
ま
り
は

も
っ
と
古
く
、明
治
35
年
に
「
山

田
松
次
郎
」
が
ク
テ
ク
ウ
シ
原

野
（
現
在
の
下
市
街
、
紅
葉
橋

の
下
流
付
近
）
に
入
地
し
た
こ

と
が
鹿
追
の
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
20
年
後

の
大
正
10
年
４
月
１
日
に
北
海

道
告
示
第
１
７
７
号
に
よ
り
、

母
村
で
あ
る
音
更
村
か
ら
分
村

し
て
鹿
追
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

鹿
追
で
最
初
に
形
成
さ
れ
た
市

街
地
は
現
在
の
国
道
２
７
４
号

線
と
道
道
１
３
３
号
線
が
交
差

す
る
「
下
市
街
」
と
呼
ば
れ
る

バ
ス
停
付
近
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ー
そ
れ
か
ら
１
０
０
年
。

こ
れ
ま
で
鹿
追
に
携
わ
っ
た

全
て
の
人
々
に
感
謝
し
、

令
和
２
年
、
鹿
追
町
は
開
町

1
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
農

業
を
基
幹
産
業
と
し
、
大
雪
山

の
豊
か
な
自
然
の
も
と
、
観
光

振
興
や
、
特
色
あ
る
教
育
の
充

実
を
図
り
、
様
々
な
特
性
や
資

源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
我
々
の
豊
か
な
暮
ら

し
が
あ
る
の
は
、
北
海
道
の
厳

し
い
自
然
環
境
の
中
、
原
野
の

開
墾
に
挑
ん
だ
先
人
た
ち
の
努

力
、
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え

て
き
た
人
々
の
力
強
さ
、
そ
し

て
日
々
変
化
す
る
時
代
の
新
た

な
波
に
立
ち
向
か
う
英
知
、
こ

れ
ら
全
て
の
歩
み
の
積
み
重
ね

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
１
０
０
年

の
歩
み
を
記
念
し
、
町
を
挙
げ

て
盛
大
に
お
祝
い
を
挙
行
す
る

予
定
で
し
た
が
、
世
界
中
に
新

鹿追のこれから

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡

大
し
た
た
め
、
各
種
記
念
行
事

は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年

で
あ
る
今
年
、
令
和
３
年
度
に

は
開
町
1
０
０
年
記
念
式
典
を

始
め
と
し
、
様
々
な
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
規

模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の

鹿
追
の
永
い
歴
史
に
対
す
る
感

謝
の
念
の
大
き
さ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。ま

た
、
感
謝
と
と
も
に
、
私

た
ち
は
こ
れ
ま
で
歩
ん
で

き
た
町
の
数
々
の
魅
力
を
磨
き

あ
げ
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
１
０
０
年
後
も

鹿
追
が
豊
か
な
自
然
と
住
み
や

す
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る「
花

と
み
ど
り
の
町
」
で
あ
る
た
め

に
、
鹿
追
町
は
未
来
に
向
け
て

た
く
さ
ん
の
種
を
ま
き
続
け
て

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
姉
妹
提
携
35

周
年
を
迎
え
た
カ
ナ
ダ 

・
ス
ト

ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
は
数
々
の

温
か
い
友
好
の
輪
を
咲
か
せ
続

け
て
き
ま
し
た
。「
ス
ト
ニ
ィ
プ

レ
イ
ン
通
り
」
と
い
う
名
の
町

道
や
「
カ
ナ
ダ
学
」「
カ
ナ
ダ

短
期
留
学
」
の
導
入
な
ど
、
も

は
や
鹿
追
町
民
に
と
っ
て
カ
ナ

ダ 

・
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
の

人
々
と
の
交
流
は
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
64
年
も
の
永
い
間
、

町
と
共
に
歩
み
を
続
け
て
き
た

の
は
陸
上
自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地

の
人
々
。
数
々
の
災
害
の
出
動

の
み
な
ら
ず
、
道
路
補
修
整
備

や
救
急
医
療
活
動
、
町
の
行
事

に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
鹿
追
が
安
心
な
町
で
在
り

続
け
ら
れ
る
の
は
、
い
つ
の
時

も
地
域
と
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ

る
鹿
追
駐
屯
地
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。

　

平
成
29
年
に
は
東
京
都
台
東

区
と
も
連
携
協
定
を
結
び
、
都

市
と
地
方
の
垣
根
を
超
え
て
、

さ
ら
な
る
有
効
の
輪
を
広
げ
て

い
ま
す
。
数
々
の
交
流
の
輪
は

確
実
に
未
来
の
町
づ
く
り
へ
と

繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
鹿
追
が
こ
の
先
も

豊
か
な
環
境
で
在
り
続
け

る
た
め
に
も
、
未
来
へ
種
を
ま

い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
３
年
３
月
に

「
鹿
追
町
型
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
目
指
す
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
発
達
す
る

Ｉ
Ｃ
T
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、

数
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

バ
イ
オ
マ
ス
や
太
陽
光
な
ど
の

再
生
利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
を
進
め
て
い
く
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
球
全

体
の
豊
か
な
自
然
が
守
ら
れ
、

こ
の
先
も
暮
ら
し
や
す
い
生
活

が
続
く
様
に
、
今
か
ら
未
来
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

永
い
永
い
間
、
町
民
と
共
に

歩
み
を
進
め
て
き
た
鹿

追
。こ
れ
か
ら
の
鹿
追
が
愛
・
夢
・

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
と
な
る
よ

う
に
、次
の
１
０
０
年
に
向
か
っ

て
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
ま

た
一
歩
、
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

▲町内の全世帯に配布された「鹿追 100 年歴史
写真集（左）」と「鹿追百年新聞（右）」。

▲開町70年で埋設されたタイムカプセルの開封式。
当時の小学１年生が収納品を取り出し懐かしんだ。

▲「開町１００年記念ロゴ入り婚姻届」。届出を提出
した町民にはロゴ入りの記念写真立てが贈られた。

▲開町 100年を記念したフラワーウォール。

▲「姉妹提携 30周年記念祝賀会」ウィリアム・チョ
イ町長はじめ 15人の訪問団員と交流を深めた。

▲ふるさと産業まつりでの陸上自衛隊鹿追駐屯地
の行事協力。

the future the  beginning
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鹿
追
町 

開
町
１
０
０
年
記
念
式
典

　
９
月
１
日
、「
鹿
追
町
開
町
１
０
０
年
記
念
式
典
」（
町
主
催
）
が
、
町
民
ホ
ー
ル
で

華
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
開
町
１
０
０
年
を
迎
え
る
令
和

２
年
度
に
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

式
典
を
１
年
延
期
し
て
の
待
望
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
年
を
祝
う
か
の
よ
う

な
晴
れ
や
か
な
青
空
が
鹿

追
町
を
包
ん
だ
当
日
、
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
十
分
に
講
じ
、

式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。　

開
式
に
あ
た
り
、
喜
井
知
己

町
長
が
「
今
日
の
鹿
追
町

が
あ
る
の
も
、
未
開
の
地
に
腰

を
据
え
て
原
野
開
墾
に
挑
み
、

幾
多
の
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え

て
、
弛
ま
ず
前
進
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
先
人
の
努
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で
今
で
は
道
内
屈
指

の
農
業
地
帯
と
し
て
確
固
た
る

地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
様
々
な
特
性
や

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
老
若
男
女
問
わ
ず

す
べ
て
の
町
民
が
元
気
な
町
を

実
現
す
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て

参
り
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

表
彰
状
の
贈
呈
で
は
、
自
治

功
労
賞
を
は
じ
め
と
し
た

８
人
２
団
体
へ
各
功
労
賞
が
贈

ら
れ
、
町
へ
多
額
の
寄
付
を
さ

れ
た
方
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
席
上
で
特
別

顕
彰
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
本
町

と
姉
妹
都
市
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・

ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の
友

好
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た

ウ
イ
リ
ア
ム
・
チ
ョ
イ
ス
ト
ニ
ィ

プ
レ
イ
ン
町
長
へ
顕
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
カ
ナ

ダ
と
式
典
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぎ
執
り
行
わ
れ
、
チ
ョ

イ
町
長
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
多
く
の
来
賓
が
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
、
吉
田

稔
町
議
会
議
長
、
小
野
信
次
音

更
町
長
、
結
城
倫
太
郎
陸
上
自

衛
隊
鹿
追
駐
屯
地
司
令
、
木
幡

浩
喜
鹿
追
町
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
が
お
祝
い
の
言

1

2

34

葉
を
贈
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
か
ら
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
、
チ
ョ
イ
町
長
と
特
別
町
民

栄
誉
彰
受
彰
者
で
あ
る
ド
ナ
・

コ
ー
ワ
ン
さ
ん
か
ら
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
通
じ
て
、
お
祝
い
の
言

葉
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
の
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年

の
歩
み
を
辿
っ
た
、
記
念

映
像
が
放
映
さ
れ
た
後
、
受
賞

者
を
代
表
し
、
臼
井
あ
や
子
さ

ん
が
「
今
後
も
こ
の
度
の
受
賞

を
励
み
と
し
、
精
進
を
重
ね
鹿

追
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
な
ら
び
に
功

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
、
一
部
常
用
漢
字
を
使
用
）

自
治
功
労
賞

臼
　
井
　
あ
や
子

　

平
成
12
年
に
鹿
追
町
教
育
委

員
に
就
任
以
来
、
平
成
15
年
５

月
か
ら
平
成
20
年
９
月
ま
で
教

育
委
員
長
職
務
代
理
者
、
平
成

20
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で
教
育
委
員
長
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
令
和
２
年
９
月
ま
で

教
育
長
職
務
代
理
者
を
歴
任
さ

れ
、
20
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

そ
の
卓
越
し
た
識
見
に
よ
り
本

町
の
特
色
あ
る
教
育
振
興
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
功
労
賞

故 

加
　
藤
　
咲
　
子

開町 100 年記念特集
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平
成
７
年
よ
り
24
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
鹿
追
町
民
生
児
童

委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
推
進

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
19
年
か
ら
は
同
協
議
会
の

副
会
長
を
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

更
に
保
護
司
と
し
て
、
平
成
10

年
よ
り
20
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

犯
罪
・
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
の
実
現
に
ご
尽
力
さ
れ
、

平
成
16
年
か
ら
は
鹿
追
分
区
副

分
区
長
と
し
て
、
更
生
保
護
活

動
の
積
極
的
な
実
現
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

田
　
中
　
　
　
稔

　

平
成
９
年
２
月
よ
り
平
成
31

年
２
月
ま
で
、
22
年
の
永
き
に

わ
た
り
鹿
追
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
の
委
員
と
し
て
、

本
町
の
地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
国
民
健
康
保
険
事
業
の
振
興

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

白
　
川
　
　
　
拓

　

平
成
11
年
４
月
よ
り
平
成
31

年
３
月
ま
で
、
鹿
追
町
国
民
健

康
保
険
病
院
院
長
と
し
て
20
年

の
永
き
に
わ
た
り
本
町
の
地
域

医
療
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
訪
問
診
療
、
透

析
治
療
に
も
傾
注
さ
れ
、
更
に

眼
科
診
療
や
脳
神
経
内
科
診
療

の
専
門
外
来
を
開
設
し
、
現
在

の
本
町
の
診
療
体
制
の
礎
を
築

か
れ
ま
し
た
。

津
　
川
　
八
重
子

　

平
成
９
年
よ
り
令
和
２
年
ま

で
24
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
鹿

追
町
保
健
推
進
員
協
議
会
の
会

長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
に
健
康

づ
く
り
意
識
の
浸
透
を
図
る
な

ど
、
行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
し

て
本
町
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

遠
　
藤
　
弘
　
一

　
昭
和
48
年
に
鹿
追
消
防
団
に

入
団
以
来
、
45
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
常
に
第
一
線
に
立
ち
、

身
の
危
険
を
も
顧
み
ず
勇
猛
果

敢
な
行
動
で
被
害
の
軽
減
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
か
ら
分
団

長
、
平
成
20
年
か
ら
副
団
長
、

平
成
22
年
に
は
団
長
に
就
任
さ

れ
、
そ
の
卓
越
し
た
指
導
力
に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場
に

お
い
て
も
安
全
か
つ
確
実
に
団

員
を
統
制
し
、
災
害
の
軽
減
、

消
防
施
設
の
整
備
な
ど
の
活
動

に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

新
　
田
　
直
　
幸

　

平
成
７
年
に
鹿
追
消
防
団
に

入
団
以
来
、
25
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
常
に
第
一
線
に
立
ち
、

身
の
危
険
を
顧
み
ず
勇
猛
果
敢

な
行
動
で
被
害
の
軽
減
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
か
ら
副
分

団
長
と
し
て
団
員
の
教
育
、
災

害
の
軽
減
、
消
防
施
設
の
整
備

な
ど
の
活
動
に
あ
た
ら
れ
ま
し

た
。

産
業
功
労
賞

上
　
村
　
　
　
求

　

平
成
８
年
に
鹿
追
町
農
業
委

員
会
委
員
に
就
任
以
来
、
平
成

29
年
ま
で
21
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
農
地
行
政
の
推
進
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
２
年
か
ら
令
和

２
年
ま
で
鹿
追
町
農
業
協
同
組

合
理
事
、
平
成
７
年
か
ら
平
成

29
年
ま
で
十
勝
農
業
共
済
組
合

理
事
に
就
か
れ
、
そ
の
卓
越
し

た
識
見
と
指
導
力
を
も
っ
て
農

業
基
盤
の
確
立
と
地
域
農
業
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労
賞

鹿
追
町
瓜
幕
自
然
体
験
留
学

制
度
推
進
連
絡
協
議
会

　

昭
和
63
年
の
設
立
以
来
、
全

国
か
ら
３
０
０
人
以
上
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
瓜
幕
地
区
の

小
中
学
生
の
健
全
育
成
と
教
育

の
充
実
・
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
留
学
制
度
に
よ
り
小

中
学
生
が
集
団
生
活
の
中
で
社

会
性
及
び
人
間
関
係
を
築
く
と

と
も
に
、
本
町
の
定
住
人
口
の

増
加
に
貢
献
す
る
な
ど
、
教
育

活
動
並
び
地
域
活
性
化
の
推
進

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
友
の

会
　

平
成
４
年
に
神
田
日
勝
の
画

業
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

美
術
館
活
動
の
普
及
・
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
以
来
、「
馬
耕
忌
」
や
「
蕪

墾
祭
」
な
ど
特
色
あ
る
事
業
の

立
ち
上
げ
や
多
様
な
展
覧
会
事

業
を
毎
年
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
館
者
の
増
加
と
全

国
的
な
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献

さ
れ
、
本
町
の
文
化
芸
術
活
動

の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
別
顕
彰

ウ
ィ
リ
ア
ム
　
チ
ョ
イ

（
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
長
）

　

本
町
と
国
際
姉
妹
都
市
提
携

35
周
年
を
迎
え
た
カ
ナ
ダ
・
ア

ル
バ
ー
タ
州
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ

ン
町
議
会
議
員
に
平
成
19
年
に

就
任
以
来
３
度
に
わ
た
っ
て
来

町
さ
れ
、深
い
理
解
の
も
と
「
鹿

追
高
等
学
校
カ
ナ
ダ
短
期
留
学

事
業
」
に
お
け
る
生
徒
の
受
け

入
れ
や
「
両
町
訪
問
団
の
相
互

派
遣
事
業
」
な
ど
友
好
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
に
就
任
さ
れ
た
平
成
24

年
以
降
は
、
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ

ン
町
民
が
本
町
で
長
期
滞
在
し

町
民
と
交
流
を
行
う
「
相
互
住

民
長
期
滞
在
体
験
事
業
」
を
開

始
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
発
展

の
た
め
、
両
町
の
架
け
橋
と
し

て
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
交

響
吹
奏
楽
部

　

平
成
16
年
、
北
海
道
教
育
大

学
釧
路
校
交
響
吹
奏
楽
部
と
鹿

追
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
間

で
始
ま
っ
た
音
楽
交
流
は
、
本

町
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を

交
え
小
中
高
大
が
連
携
し
て
豊

か
な
音
楽
文
化
を
育
て
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
本
町
と
北
海

道
教
育
大
学
の
間
で
相
互
協
力

協
定
を
締
結
し
、
合
同
演
奏
会

「
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
本
町
の

音
楽
文
化
の
振
興
に
大
き
く
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
状
受
賞
者

（
本
町
の
振
興
発
展
に
格
別
の
ご

厚
志
を
賜
り
ま
し
た
）

土
　
井
　
清
　
夫

小
　
竹
　
好
　
裕

故 

早
　
川
　
モ
モ
子

瘧
　
師
　
和
　
男

森
　
　
　
広
　
人

鹿
追
町
建
設
業
協
会

会
長 

三
　
井
　
福
　
成

池
ノ
谷
　
秀
　
雄

株
式
会
社
安
井
測
量
設
計
事
務
所 

代
表
取
締
役 

安
　
井 

　
塔
　
基

和
　
田
　
幸
　
裕

鷲
　
山
　
佳
　
子

浅
　
井
　
美
　
紀

海
老
原
　
　
　
暎

小
　
川
　
美
年
子

村
　
上
　
康
　
成

叙
勲
・
各
大
臣
表
彰

等
受
賞
者
紹
介

◇
旭
日
小
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

𠮷
　
田
　
弘
　
志

◇
瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

遠
　
藤
　
弘
　
一

◇
瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

富
　
樫
　
延
　
行

◇
旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

佐
　
藤
　
年
　
樹

◇
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

宮
　
部
　
忠
　
実

◇
瑞
宝
単
光
章
（
正
七
位
）

故 

大
　
上
　
輝
　
夫

◇
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

河
　
瀨
　
政
　
幸

◇
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

髙
　
井
　
滉
　
一

◇
総
務
大
臣
表
彰

𠮷　

田
　
弘
　
志

◇
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

故 

加
　
藤
　
咲
　
子

◇
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤

続
功
労
章

佐
々
木
　
和
　
男

◇
全
国
町
村
会
自
治
功
労
者

表
彰

𠮷　

田
　
弘
　
志

◇
自
治
功
労
者
表
彰

（
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰
）

吉
　
田
　
　
　
稔

◇
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

北
海
道
知
事
感
謝
状

故 

加
　
藤
　
咲
　
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

北
海
道
知
事
感
謝
状

黑
　
田
　
惠
美
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

北
海
道
知
事
感
謝
状

坂
　
本
　
美
智
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

北
海
道
知
事
感
謝
状

北
　
　
　
富
士
夫

◇
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

北
海
道
知
事
感
謝
状

藤
　
田
　
幸
　
子

◇
北
海
道
知
事
感
謝
状

山
　
岸
　
　
　
明

感謝状を贈呈された受賞者
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町
づ
く
り
貢
献
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
在
町
50
年
（
70
歳
以
上
）

上
然
別
１
班　
　

長
屋
八
重
子
、
石
坂
正
義

　
　
　
　
　
　
　

重
堂
博
幸

上
然
別
２
班　
　

勇
と
み
子

美
蔓
南
班　
　
　

加
藤
義
雄

美
蔓
北
班　
　
　

馬
野
寛

下
鹿
追
１
班　
　

三
田
村
範
子
、
田
中
美
知
子

下
鹿
追
２
班　
　

太
田
明
美
、
太
田
幸
男

下
鹿
追
３
班　
　

八
巻

春

中
鹿
追
東
班　
　

上
村
求
、
池
戸
正
策
、

　
　
　
　
　
　
　

安
藤
幹
夫
、
吹
上
英
子

中
鹿
追
西
班　
　

松
浦
千
賀
子

鹿
追
行
政
区　
　

古
後
美
枝
子
、
緑
川
隆
、

　
　
　
　
　
　
　

田
中
千
惠
子
、
石
川
春
夫

　
　
　
　
　
　
　

飯
沼
豊
子
、
田
中
光
葊

笹
川
南
班　
　
　

中
野
健
治

笹
川
北
班　
　
　

中
谷
勇
人
、
沼
倉
節
子

北
鹿
追
南
班　
　

山
本
弘
子
、
髙
野
昭

北
鹿
追
中
班　
　

中
村
富
枝
、
伊
藤
忠
義

北
鹿
追
北
班　
　

梅
木
滿
江
、
梅
木
勲

南
瓜
幕
東
班　
　

沼
口
美
代
子
、
山
中
信
子

　
　
　
　
　
　
　

藤
井
初
惠

南
瓜
幕
西
班　
　

津
田
千
代
子

中
瓜
幕
中
央
班　

今
野
忠
孝
、
土
屋
や
す
子

中
瓜
幕
南
班　
　

熊
谷
久
美
子
、
石
澤
美
枝
子

　
　
　
　
　
　
　

白
川
和
男

東
瓜
幕
中
央
班　

髙
橋
典
孝

上
幌
内
行
政
区　

菊
池
輝
夫
、
菅
原
二
美
子

幌
内
北
班　
　
　

門
脇
義
雄

幌
内
中
央
班　
　

國
島
砂
子

幌
内
共
和
班　
　

葭
本
正
範
、
國
枝
悦
子

幌
内
新
星
班　
　

小
里
敏
洋
、
佐
々
木
和
子

曙
区　
　
　
　
　

武
田
耕
次
、
稲
田
辰
夫

　
　
　
　
　
　
　

森
幸
一

第
１
区　
　
　
　

渡
辺
ハ
ツ

元
町
区　
　
　
　

髙
尾
き
み
子

第
３
区　
　
　
　

袰
岩
洋
、
野
口
耕
八
郎

　
　
　
　
　
　
　

三
井
福
源
、
三
井
福
成

第
４
区　
　
　
　

安
部
悦
子

新
生
１
区　
　
　

田
幸
吉
、

田
光
江

　
　
　
　
　
　
　

髙
田
道
雄

新
生
２
区　
　
　

畑
中
憲
子
、
澁
谷
哲
丸

　
　
　
　
　
　
　

澁
谷
由
美
子

栄
区　
　
　
　
　

髙
橋
雄
二

第
６
区　
　
　
　

福
永
信
治
、
岩
﨑
洋
子

　
　
　
　
　
　
　

那
賀
島
小
夜
子

新
光
１
区　
　
　

櫻
井
正
彰

新
光
２
区　
　
　

下
本
京
子

新
光
３
区　
　
　

岡
村
俊
英
、
上
保
智
惠
子

光
東
１
区　
　
　

鈴
木
末
子

光
東
２
区　
　
　

佐
竹
和
喜
、
稲
葉
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　

大
野

子

中
央
１
区　
　
　

永
野
寿
栄
子
、
石
田
勝

仲
町
区　
　
　
　

山
田
美
幸
、
浅
野
陽
子

花
園
区　
　
　
　

石
田
公
子
、
加
藤
三
惠

開町 100 年記念特集

銀
座
区　
　
　
　

大
関
三
雄
、
臼
井
敏
郎

　
　
　
　
　
　
　

臼
井
あ
や
子
、
志
賀
紀
美

　
　
　
　
　
　
　

米
澤
順
子

大
和
区　
　
　
　

佐
々
木
幹
郎

平
成
区　
　
　
　

上
嶋
恵
子
、
西
野
裕
美
子

大
栄
区　
　
　
　

上
村
多
壽
子

平
和
区　
　
　
　

佐
々
木
と
め
子

末
広
区　
　
　
　

箱
﨑
俊
洋

日
の
出
区　
　
　

竹
内
範
子

い
ず
み
野
区　
　

林
道
公

新
緑
区　
　
　
　

岡
村
ち
ず
、
大
村
月
美

　
　
　
　
　
　
　

冨
所
幸
子

学
園
区　
　
　
　

國
島
隆
史

青
葉
区　
　
　
　

加
藤
ア
キ
子

新
青
葉
区　
　
　

正
保
登
喜
子
、
正
保
春
喜

あ
か
ね
区　
　
　

德
留
イ
ツ
メ
、
村
上
好
徳

　
　
　
　
　
　
　

坂
本
か
つ
子

北
町
区　
　
　
　

常
清
正
葊

新
和
区　
　
　
　

江
淵
雅
春
、
小
野
早
知
子

　
　
　
　
　
　
　

齊
藤
茂
子
、
齊
藤
政
市

　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁

緑
陽
区　
　
　
　

石
川
修
、
臼
井
初
枝

　
　
　
　
　
　
　

菊
池
洋
子
、
乗
久
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　

森
堅
治
、
香
川
栄
子

　
　
　
　
　
　
　

大
上
公
子
、
菊
池
昭
男

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
政
吉
、
森
由
美
子

　
　
　
　
　
　
　

池
ノ
谷
き
よ
み
、
香
川
敏

み
ど
り
区　
　
　

伊
藤
紀
子

瓜
幕
中
央
区　
　

井
出
照
子

早目の確認と相談をお願いします早目の確認と相談をお願いします
農地農地のの転用転用はは許可許可がが必要必要ですです

　農地に牛舎や農器具庫、農家住宅などを建設し、
農地以外の用途に使うことを「農地の転用」とい
い、事前に許可が必要になります。

農業委員会　☎ 66•4036　農業振興課　☎ 66•4035

　「転用の目的」、「着工時期」、「転用する場所・面積」などをご準備をいただき、早目の相談をお願いします。

農
振
法
の
申
請

農
振
法
手
続
き
完
了

農
地
法
の
申
請

所管：農業委員会

約１カ月

農
地
法
の
許
可 手

続
き
完
了

工
事
着
工

①農業委員会、農協理事会で
の承認　【申請月の月末】

②公告縦覧、異議申立て期間　
【２カ月】

③北海道との協議等
　【２週間】

①農業委員会総会で審議、
承認 　【申請月の月末】

②北海道農業会議へ意見聴
取、回答　【1 カ月】

事
前
相
談

事
前
相
談

所管：農業振興課

約３カ月

手続き開始から関係法全ての許可まで約４カ月

農 地 転 用 が 許 可 に な る ま で は
法律で規定される手続きのため時間がかかります

  ■ 農業振興地域の整備に関する法律 (農振法)
　農業基盤整備(土地改良事業)や、農用地
区域内の無秩序な開発を制限するための法
律です。

　農地はもちろん、山林や原野も「農業振
興地域整備計画」で用途ごとに区分規制さ
れています。
　農地転用するには、用途変更や除外の申
請が必要です。

  ■農地法
　農地の権利移転・設定、農地転用の許
可など農地に関する法律です。
　農地転用の許可には、農振法の用途区
分にあったものでなければ許可となりま
せん。

 

農業振興地域における
許 可 審 査 の 基 準

　土地の農業上の効率的かつ総合的な利用
に支障を及ぼさないこと

　農地の利用集積に支障を及ぼさないこと 

　土地改良事業完了後８年を経過している
こと

　農業用施設、農産物加工・販売施設、農
業者住宅であること

　以上の要件に合致しなければなりません。
また、農業者以外の方が農地を購入・貸借
して、住宅などを建設する、売電目的の太
陽光発電設備の設置はできません。

▶︎個人の場合３年以下の懲役、300 万円以下の
罰金　( 法第 64 条 )

▶︎法人の場合１億円以下の罰金　( 法第 67 条）

許可なく転用したり、事業計画通りに転
用していない場合は農地法違反となり、
工事の中止や原状回復等を命令されるこ
とになります。

許可を受けずに転用したり、計画どおり
に転用しなかったら？ 罰則の適用

農地を転用するために
必 要な 2 つ の 法 律

①開町 100 年記念式典
②開町 100 年記念映像
③鹿追町 60 年記念作品
　「鹿追 1980」

① ② ③

開町 100年を記念して、町の特別映像が下記QRコード
からご覧いただけます。この機会をお見逃しなく！

10月 1日（金）　　10月 15日（金）▼

【公開期間】

開町 100 年を
記念して
特別映像が
期間限定公開

（~17 時まで）

※視聴環境によっては、通信料が発生する場合がありますのでご注意ください。
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Town's topics

まちの話題
　

８
月
16
日
、
鹿
追
町
役
場
に
お
い
て
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式
」
が
行
わ
れ
、
町
と

株
式
会
社
ヒ
グ
マ
（
飛
岡
抗
代
表
取
締
役
社
長
）

が
協
定
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
活
用
な
ど
を
支
援
す
る
も
の
。
老
人
会

な
ど
の
地
域
団
体
を
対
象
に
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
光
回
線
の
整
備
を

行
う
一
方
、
高
齢
者
層
の
ス
マ
ホ
の
普
及
率
が
低

い
こ
と
か
ら
今
回
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

喜
井
町
長
は
「
高
齢
者
か
ら
ス
マ
ホ
の
操
作
が

苦
手
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
る
。
町
の
ア
プ
リ
も

配
信
さ
れ
た
の
で
、
多
く
の
方
に
使
っ
て
も
ら
う

良
い
機
会
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

町のさらなるデジタル化推進に向け町のさらなるデジタル化推進に向け
株式会社ヒグマと連携協定を締結株式会社ヒグマと連携協定を締結

　

８
月
21
日
、「
第
36
回
鹿
追
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
」（
町
主
催
）
が
し
か
り
べ
つ
川
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
、
83
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
喜
井
町
長
が
「
目
標
に
向
か
っ
て

プ
レ
ー
し
、
楽
し
い
１
日
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
参
加
者
達
は
各
ホ
ー

ル
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
個
人
戦
の
部
と
団
体
戦
の
部
に
分
か
れ
、

36
ホ
ー
ル
と
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
一
打
一
打
丁
寧
な
ス

イ
ン
グ
で
得
点
を
重
ね
、
好
天
の
中
で
の
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
般
男
子
の
部
で
は
藤
田
勲
雄
さ
ん
、
一
般
女

子
の
部
は
田
中
キ
ミ
子
さ
ん
が
、
小
学
生
の
部
で

は
石
川
紫
苑
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

好天の中繰り広げられた熱戦好天の中繰り広げられた熱戦
第36回町民パークゴルフ大会が開催第36回町民パークゴルフ大会が開催

　

８
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
、「
鹿
追
町
公
共
施

設
等
未
来
会
議
２
０
２
１
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

（
町
主
催
）
が
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
18
歳
か

ら
70
歳
代
ま
で
延
べ
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
現
在
町
が
見
直
し
て
い
る
行
財
政

に
対
し
、
利
用
者
で
あ
る
町
民
の
意
見
を
伺
い
、
今

後
の
町
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

参
加
者
は
、
㈱
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ
ル
ー

プ
地
域
経
営
研
究
所
山
口
和
也
室
長
か
ら
改
革
を

進
め
る
上
で
の
大
事
な
視
点
な
ど
を
学
び
、
町
の

担
当
者
か
ら
人
口
の
推
移
や
公
共
施
設
の
管
理
コ

ス
ト
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
公
共
施
設
の
あ
り
方
」
と
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推

進
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
各
々
課
題
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

みんなのアイデアが鹿追町をつくるみんなのアイデアが鹿追町をつくる
町民ワークショップ開催町民ワークショップ開催

Town's topics

まちの話題
　

真
冬
の
代
表
的
な
催
し
「
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ

ン
」（
喜
井
知
己
実
行
委
員
長
）
が
「
第
43
回
サ
ン

ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
に
選
定
さ
れ
、
９
月
７
日
、

公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
（
鳥
井
信

吾
理
事
長
）
が
受
賞
の
報
告
に
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
文
化
賞
は
、
全
国
各
地
の
新
聞
社
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
の
中
か
ら
毎
年
５
件
が
顕

彰
さ
れ
、
今
年
は
全
国
33
件
の
中
か
ら
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
理
由
の
一
つ
に
「
参
加
す
る
皆
さ

ん
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
遊
び
心
が
あ
る
」
と

い
っ
た
点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
開
催
40

回
目
を
迎
え
た
「
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
」。
節
目

の
年
に
う
れ
し
い
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
か
わ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
が
同
22

日
に
行
わ
れ
、
盾
と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

真冬のイベントしかりべつ湖コタン真冬のイベントしかりべつ湖コタン
第43回サントリー地域文化賞に輝く第43回サントリー地域文化賞に輝く

　

９
月
11
日
、
鹿
追
町
と
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町

と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
料
理
教

室
」
が
開
催
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
自

宅
な
ど
か
ら
町
内
外
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
鹿
追
高
校
の
生
徒
２
人
が
町
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
中
で
発
案
し
た
も
の
。
２
年
前
の
カ
ナ
ダ
短
期

留
学
の
際
に
食
べ
た
数
々
の
料
理
を
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
、
両
国

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
料
理
を
教
え
合
い
ま
し
た
。

　

同
教
室
で
は
、鹿
追
町
の
伊
藤
明
美
さ
ん
が
ピ
ュ

ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ら
天
ぷ
ら
の
作
り
方

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
紹
介
、ス
町
は
カ
ナ
ダ
か
ら
チ
ョ

イ
町
長
が
プ
ー
テ
ィ
ン
の
作
り
方
を
紹
介
し
、
参

加
者
は
料
理
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

姉妹都市カナダ・ストニィプレイン町と姉妹都市カナダ・ストニィプレイン町と
「オンライン料理教室」で交流「オンライン料理教室」で交流

　

９
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、
町
内
在
住
の
満
80

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
感
謝

と
と
も
に
長
寿
を
祈
念
し
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
敬
寿
会
に
お
い
て
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
観
点
か
ら
敬
寿
会
は
中
止
に
。

１
０
１
歳
と
99
歳
、
88
歳
の
節
目
を
お
祝
い
す
る

方
々
へ
、
喜
井
町
長
と
白
川
悦
子
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
さ
ら
な
る
健
康
と
長
寿

を
願
う
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
、
永
年
の
ご
功
績

に
対
し
、感
謝
の
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
め
で
た
く
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る

方
に
は
内
閣
総
理
大
臣
祝
い
状
と
銀
杯
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

更なる健康と長寿を祈念更なる健康と長寿を祈念
町内の高齢者に表彰状を贈呈町内の高齢者に表彰状を贈呈
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第 475 回【肉製品づくり】
　シンケンソーセージとリオナソーセージを作りま
す。お弁当やおつまみにいかがですか。おひとり様
2 本を予定。

日　時　10 月 21 日（木）
　　　　 午前 9 時半〜午後 2 時頃
締　切　10 月 14 日（木）
経　費　１本あたり 1500 円前後（原材料代他）
対　象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持ち物　筆記用具・長靴（23cm 以下の方）
定　員　8 人まで（先着順）
申　込　上記係まで
次回：【惣菜づくり】11 月 12 日（金）予定

農業振興課 農政係（☎ 66•2985）

10 月の加工体験研修

　弁護士による無料法律相談会を開催します。不動
産トラブル・相続・離婚・賃金・債務整理などの悩
みを気軽にご相談ください。相談を希望される方は
電話で事前にお申し込みください。当日の飛び込み
相談も受け付けますが、予約された方を優先します。

日　時　10 月 21 日（木）　
　　　　午後 1 時半〜午後４時半
場　所　ほほえみプラザ
申　込　上記係までお電話ください

商工観光課商工労政係（☎ 66•4034）

秋の
「すずらん無料法律相談会」

　９月議会について、議員による報告会を開催しま
す。新型コロナウイルス感染症対策により、最小限
の人数で事前予約制です。ぜひお越しください。

日　時　10 月 20 日（水）　午後 2 時
場　所　鹿追会場：国際交流センター平成館
　　　　瓜幕会場：ウリマックホール
対　象　どなたでもご自由にご参加ください
定　員　各会場 8 人まで（先着順・申込制）
申　込　上記事務局まで
　　　　詳細は町議会 HP を
　　　　ご覧ください

議会事務局（☎ 66•4039）
議会報告会・広聴会
お気軽にお越しください

町議会 HP

　全国の同年代の方と比較してご自身の体力・運動
能力がどれくらいの水準にあるのかを把握し、今後
の日常生活やスポーツ活動に役立てましょう！どの
種目も簡単な測定ですので、お気軽にご参加くださ
い。

日　時　10 月 9 日（土）
　　　　 受　付：午前 9 時　
　　　　 測　定：午前 9 時半（１時間程度）
場　所　スポーツセンター
対　象　 町民限定 20 歳〜 79 歳の健康な方
　　　　（Ｒ３年 4 月１日現在の年齢）
種　目　 握力・上体起こし・長座体前屈など
　　　　（その他 65 歳を基準に種目が異なります）

参加料　 無料
締　切　10 月 4 日（月）
申　込　 上記係までお電話ください
持ち物　 運動服・室内運動靴・飲み物・タオル
その他　申込み時に氏名・年齢・性別・連絡
　　　　先をお伝えください

社会教育課 スポーツ振興係（☎ 66•3441）

町民体力測定会のご案内
自分の体力はどれくらい⁈

新型コロナウイルスの感染状況により
内容が変更となる場合があります

イベント情報イベント情報
　
「
喜
井
町
長
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

は
、
平
成
館
で
行
う
「
カ
フ
ェ
ト
ー

ク
」
と
、
喜
井
町
長
が
皆
さ
ま
の
も

と
に
出
向
く
「
出
前
ト
ー
ク
」
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
喜
井
町
長
が
皆
さ
ま
の

生
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ご
要
望
に
応

じ
て
町
の
状
況
を
お
伝
え
し
た
り
、

課
題
の
解
決
に
向
け
一
緒
に
知
恵
を

絞
っ
た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
ア
イ
デ
ィ

ア
を
い
た
だ
く
中
で
、
皆
さ
ま
が
暮

ら
し
や
す
い
鹿
追
町
を
皆
さ
ま
と
と

も
に
築
き
上
げ
て
い
く
対
談
の
場
で

す
。

　

ご
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
堅
ぐ

る
し
い
挨
拶
は
一
切
な
し
に
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
喜
井
さ
ん
」

「
ち
ょ
っ
と
教
え
て
よ
喜
井
さ
ん
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
身
近
に
「
喜
井
町

長
」
と
「
鹿
追
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
回
行
わ
れ
る
「
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
」

の
対
象
は
町
内
に
在
住
す
る
方
で
、

懇
談
時
間
は
１
人
40
分
、
２
人
以
上

60
分
が
上
限
で
す
。

　

ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
希

望
時
間
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
、
内
容
な
ど
を
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
時
間
は

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

　

予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▃  

申
込
み
・
問
合
せ
▃

　

企
画
課
広
報
広
聴
係

　

☎
66
・
４
０
３
２
（
内
線
１
９
１
）

▃  

締　

切
▃

　

10
月
21
日
（
木
）

カフェトーク
会場　平成館（新町１丁目）

第1回

喜井町長

10月28日（木）日 

時

午後1時   　　　午後5時➡  

昼

イベント中止・縮小のお知らせ
　例年 11 月 3 日の文化の日に開催していました「鹿追町民文化祭」は、新型
コロナウイルス感染症が未だ終息の見込みがつかない状況を踏まえ、地域の感染予防と
安全確保の観点から、下記の通り、規模を縮小して行う運びとなりました。
　開催を楽しみにし、ご準備をいただいていた皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、
何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。

■ 鹿追町民文化祭　作品展示　　▶ 中止

■ 鹿追町民文化祭　芸能発表　　▶ 中止

■ 鹿追町文化祭記念式典　　　　▶ 実施予定
　記念式典（文化賞等の表彰式）につきましては、現時点では実施予定です。今
後の状況によっては開催中止または延期となる場合がございますので予めご了承
ください。

主　催　鹿追町民文化祭実行委員会
問合せ　鹿追町教育委員会社会教育課　☎ 66•3300
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情報BOX
  

ス
マ
ホ
よ
ろ
ず
出
張
相
談
を

  
行
い
ま
す
！

　
町
で
は
、株
式
会
社
ヒ
グ
マ（
帯
広
市
）

と
連
携
し
、「
自
分
に
は
ス
マ
ホ
を
使
う

の
は
無
理
だ
」「
ス
マ
ホ
に
替
え
る
つ
も

り
は
な
い
が
、
ち
ょ
っ
と
触
っ
て
み
た

い
」「
ス
マ
ホ
に
替
え
た
け
ど
も
っ
と
使

い
こ
な
し
た
い
」
と
お
考
え
の
方
を
対

象
に
、
次
に
よ
り
無
料
出
張
相
談
を
行

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

《
内
容
》
講
師
に
よ
る
ス
マ
ホ
の
使
い
方

講
座
・
相
談

《
貸
出
》
当
日
は
ス
マ
ホ
の
貸
し
出
し
を

行
い
ま
す
。

《
出
張
可
能
日
》
10
月
～
11
月
の
火
曜
日

ま
た
は
金
曜
日
、
午
前
の
部
10
時
か
ら
・

午
後
の
部
２
時
か
ら
／
い
ず
れ
も
１
時

間
半
程
度

《
対
象
》
町
内
会
や
団
体
な
ど
町
民
の
方

で
構
成
す
る
５
〜
20
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

《
場
所
》公
民
館
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

《
申
込
み
》
左
記
の
問
合
せ
ま
で

◆
問
合
せ 

企
画
課
企
画
係
☎
66
・

４
０
３
２

  

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ご
っ
こ
に
参
加
し
ま

  

せ
ん
か
？

▼
次
の
と
お
り
で
す
。

《
内
容
》
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ご
っ
こ
／
親
子
で
仮
装
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

《
対
象
》
町
内
在
住
で
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

《
定
員
》
５
人

《
場
所
》
鹿
追
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
日
時
》
10
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時
～

11
時

《
申
込
み
》
10
月
21
日
（
木
）
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で

《
そ
の
他
》
10
月
21
日
（
木
）・25
日
（
月
）

の
午
前
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
制
作
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
予
定
の
変
更
も
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
問
合
せ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
66
・

１
１
６
５

  

農
業
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
次
の
と
お
り
で
す
。

《
内
容
》
北
海
道
で
は
、
次
の
要
領
で
令

和
３
年
度
狩
猟
免
許
第
６
回
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

《
開
催
地
》
帯
広
市
、倶
知
安
町
、浦
河
町
、

稚
内
市

《
開
催
日
時
》
12
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら

《
申
請
書
類
》
狩
猟
免
許
申
請
書
・
医
師

の
診
断
書
・
顔
写
真
（
縦
３
cm
×
横
２
・

４
cm
）・
返
信
用
封
筒
（
普
通
郵
便
切
手

84
円
貼
付
、
速
達
郵
便
切
手
３
７
４
円

貼
付
）

《
申
請
手
数
料
》
５
２
０
０
円
（
北
海

道
収
入
証
紙
を
申
請
書
に
貼
付
、
試
験

科
目
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は

３
９
０
０
円
）

《
受
付
期
間
》
10
月
19
日
（
火
）
～
11
月

19
日
（
金
）
／
郵
送
の
場
合
は
11
月
22

日
（
月
）
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

◆
問
合
せ 
十
勝
総
合
振
興
局
環
境
生
活

課
自
然
環
境
係  
☎︎
０
１
５
５
・
26
・

９
０
２
８

▼
次
の
と
お
り
で
す
。

《
内
容
》
現
在
健
康
公
園
（
治
山
の
森
）

内
の
管
理
歩
道
上
で
、
倒
木
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
周
辺
を
テ
ー
プ
で
囲
み
、

立
入
を
禁
止
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
使
用
の
際
に
は
ご
注
意
願

い
ま
す
。
ま
た
倒
木
撤
去
が
済
み
次
第
、

立
入
禁
止
を
解
除
す
る
予
定
で
す
。

《
そ
の
他
》
詳
細
は
町
お
よ
び
北
海
道
十

勝
総
合
振
興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 

北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
産

業
振
興
部
林
務
課
治
山
係

☎
０
１
５
５・２
７・８
６
０
５

メール申込
フォーム

町 HP

北海道 HP

北海道 HP

提出書類
●鹿追町会計年度任用職員任用申込願書１部　
　（規定の願書をお渡ししますので、役場総務課へお越しください）
●保育士証、幼稚園教諭免許状の写し　１部
　（※保育士、幼稚園教諭に応募する方で保有者のみ）

職　　種：　事務補助

職務内容：　事務の補助的業務、受付・窓口業務

採用予定日：　 令和３年 11 月１日予定

勤務時間：　8 時 30 分〜 16 時 45 分

休　　日：　原則として土曜日・日曜日、年末年始
　　　　　　（12 月 31 日から翌１月５日まで）
　　　　　　※勤務場所により勤務時間・休日の異
　　　　　　　なる場合があります。

休暇制度：　年次有給休暇（勤務年数により決定）
　　　　　　その他夏季休暇等

給 与 等 ：　給与／最終学歴や勤務年数に応じて決
　　　　　　定します。手当／通勤手当等が条例等
　　　　　　に基づいて支給されます。期末勤勉手
　　　　　　当は年間 2.55 ヵ月分支給されます。
　　　　　　（6 月：1.275 ヵ月、12 月：1.275 ヵ月）

応募資格：　①高校卒業程度の学力を有する方
　　　　　　②普通自動車運転免許を有する方
　　　　　　③採用後鹿追町内に居住できる方
　　　　　　◎上記の応募資格にかかわらず、次の
　　　　　　　該当者は受験できません。
　　　　　　⑴日本国籍を有しない者
　　　　　　⑵地方公務員法第 16 条の各号のいず
　　　　　　　れかに該当する者
　　　　　　⑶日本国憲法施行の日以後において、
　　　　　　　日本国憲法またはその下に成立した
　　　　　　　暴力で破壊することを主張する政
　　　　　　　党、その他の団体を結成し、または
　　　　　　　これに加入した者

締　　切：　10 月 15 日（金）（必着）

採用試験：　面接試験等は随時実施します。
　　　　　　試験期日は応募者に別途通知します。

事務補助職員募集
パートタイム会計年度任用職員を募集
します

保育士または幼稚園教諭
を大募集しています！

子育て支援課　66•2754（認定こども園しかおい内）

総務課 職員係　66•2311

提出先（持参または郵送）
〒 081-0292 北海道河東郡鹿追町東町 1 丁目 15 番地 1
　　鹿追町役場　総務課職員係
　　TEL 0156-66-2311　FAX 0156-66-1020
　　E-mail：soumu@town.shikaoi.lg.jp

　ーフルタイム会計年度任用職員ー
採用予定日：　 随時

勤務場所：　認定こども園しかおい
　　　　　　各地域保育所（瓜幕・笹川・通明・上幌内）

勤務時間：　月〜金　7 時 20 分〜 18 時 30 分　　　
　　　　　　土曜日　7 時 20 分〜 16 時 15 分
　　　　　　※シフトによる勤務

賃　　金：　鹿追町会計年度任用職員規定による

諸手当等：　・社会保険制度（健康保険・厚生年金等）
　　　　　  ・年次有給休暇あり
　　　　　  ・期末手当
　　　　　  ・通勤手当（距離に応じて支給）

応募資格：　①保育士資格または幼稚園教諭免許取得
　　　　　　②普通自動車運転免許取得者（見込含）
　　　　　　③心身ともに健康な方

ーパートタイム会計年度任用職員ー
職　　種：　保育教諭 / 保育補助職員（資格無）
　　　　　　代替保育教諭 / 代替保育補助（資格無）

採用予定日：　 随時

勤務場所：　認定こども園しかおい
　　　　　　各地域保育所（瓜幕・笹川・通明・上幌内）

勤務時間：　月〜金　7 時 20 分〜 18 時 30 分　　　
　　　　　　土曜日　7 時 20 分〜 16 時 15 分
　　　　　　※シフトによる勤務・応相談。

賃　　金：　保育教諭　日給 7,280 円〜 8,390 円
　　　　　　保育補助職員（資格無）日給 6,960 円
　　　　　　代替保育教諭　時給 1,004 円
　　　　  　 代替保育補助（資格無）　時給 959 円

通勤手当：　（距離に応じて支給）87 円〜 309 円 / 日
　　　　　　※社会保険加入や年次有給休暇等の有
　　　　　　　無は勤務内容により異なります。

応募資格：　心身ともに健康な方

その他：　　代替の方は週に 1 回の短期間や、短時
　　　　　　間の勤務も大歓迎です。また扶養範囲
　　　　　　内での勤務やパートの掛け持ちも可能
　　　　　　ですのでご相談ください。

職員募集情報
Information
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10月の夜間診療・10月の夜間診療・
専門外来のご案内専門外来のご案内

●
眼
科
診
療　

　
10
月
14
日
・
28
日
（
木
）

　

検　
　

査
：
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
：
ひ
か
り
眼
科　

院
長

●
泌
尿
器
科
診
療　 

　
10
月
5
日
（
火
）

　

診
療
時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
：
帯
広
協
会
病
院
泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療

10
月
11
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
：
北
斗
病
院
脳
神
経
内
科
部
長

●
形
成
外
科
診
療　

10
月
18
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
循
環
器
内
科
診
療
　

　
　
　
　
　
　
　
10
月
8
日
・
22
日
（
金
）

　

診
療
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

担　
　

当
：
厚
生
病
院
総
合
診
療
科
医
長

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

毎
週
水
曜
日
（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
：
当
院
の
院
長
等
が
対
応

日
3

10

17

24

31

土
2

9

16

23

30

金
1

8
循環器内科

15

22
循環器内科

29

木

7

14
夜間診療
眼科

21

28
夜間診療
眼科

水

6
小児ワクチン

13
小児ワクチン

20
小児ワクチン

27
小児ワクチン

火

5
泌尿器科

12

19

26

月

4

11
脳神経内科

18
形成外科

25

コロナウイルスと同時流行も懸
念されるため、重症化リスクの
高い高齢者や幼児の方は、早目
の接種をお勧めします。開始日
はワクチン入荷次第となります
ので、お問い合わせください。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

食
品
に
つ
い
て

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食

品
の
こ
と
で
す
。
外
食
産
業
や
食

品
加
工
業
な
ど
の
「
事
業
系
食
品

ロ
ス
」
と
、
家
庭
か
ら
出
る
「
家

庭
系
食
品
ロ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

●
日
本
の
「
家
庭
系
食
品
ロ
ス
」

は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　

平
成
30
年
の
日
本
の
食
品
ロ
ス

量
は
約
６
０
０
万
ト
ン
で
、
こ
の

う
ち
家
庭
か
ら
捨
て
ら
れ
た
食
品

は
約
２
７
６
万
ト
ン
で
す
。
１
人

当
た
り
１
日
に
お
茶
碗
１
杯
分
の

ご
は
ん
を
捨
て
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
「
家
庭
系
食
品
ロ
ス
」
の
原
因

と
対
策

▼
家
庭
内
で
の
食
品
ロ
ス
の
原
因

・
安
売
り
商
品
を
ま
と
め
買
い
し
た

が
、
使
い
切
る
前
に
廃
棄
し
た

・
野
菜
の
皮
や
ヘ
タ
を
取
る
と
き
に
、

食
べ
ら
れ
る
部
分
も
一
緒
に
取
り
除

い
て
し
ま
う

▼
具
体
的
な
対
策

・
買
い
物
リ
ス
ト
を
作
っ
て
か
ら
買

い
物
を
す
る

・
す
ぐ
に
使
う
食
品
は
、
賞
味
期
限

が
近
い
も
の
を
買
う

・
料
理
を
作
り
す
ぎ
ず
、
残
っ
た
料

理
は
リ
メ
イ
ク
な
ど
し
て
食
べ
き
る

商
工
観
光
課(

☎
66
・
４
０
３
４
）

インフルエンザ予防接種

10 月 のカレンダー

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）■

24 ヶ月・30 ヶ月児相談（トリムセンター 13:00）

■おひざだいすき!!(24 ヶ月児対象)(トリムセンター

13:00)■議会報告会・広聴会 (平成館・ウリマック

ホール14:00)※予約制

■シルバー体操教室 (トリムセンター 10:00)■道新

鹿追エッセー教室 (町民ホール 19:00）

■ヌプカウシ白寿大学 (町民ホール 10:00）

■3 ヶ月・4 ヶ月児相談（トリムセンター 9:30）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）

■はじめましての日（子育て支援センター 13:00）

■移動図書館車巡回 ( 瓜幕団地 15:00、瓜幕支所

15:20)

■瓜幕保小学習発表会 (瓜幕小学校 8:45)

■移動図書館車巡回 ( 瓜幕団地 15:00、瓜幕支所

15:20)

■鹿追中学校体育祭・文化祭 (鹿追中学校 8:40)

■森のともだち（上幌内保育所10:00）

■未就園児園開放日（子育て支援センター 9:30）

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）

■ 18 ヶ月児・3 歳児健診・4 歳児フッ素塗布（ト

リムセンター 13:00）

■赤ちゃんの日 (子育て支援センター 10:00）■ヌ

プカウシ白寿大学 (町民ホール 10:00）

■町民体力測定会 (スポーツセンター 9:30)

■ ト ラ ン ポ リ ン の 日 ( 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

11:00/13:00）

■ 第 27 回 馬 の 絵 作 品 展 ( 町 民 ホ ー ル 10:00 )　

~10/19

■ 6 ヶ月・12 ヶ月児健診 (トリムセンター 13:00）

■おひざだいすき!!(6 ヶ月児対象)(トリムセンター

13:00)

■移動図書館車巡回 ( 瓜幕団地 15:00、瓜幕支所

15:20)■秋の火災予防運動 ~10/31まで

■第 27 回馬の絵作品展表彰式 (町民ホール14:00 )

　

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

29（金）

30（土）

31（日）

1（金）

2（土）

3（日）

4（月）

5（火）

6（水）

7（木）

8（金）

9（土）

10（日）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

16（土）

17（日）

18（月）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、各種イベント・公共施設の制限や中止・
延期を行っています。今後も諸般の事情に
より行事の日時変更や中止となる場合がご
ざいますので、あらかじめご了承ください。

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）
● マイナンバーカード受取窓口…上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター （☎ 66-1311）
● �トリムセンターでの健康相談  …  随時（事前にご連絡ください）

子育て支援センター（☎ 66-1165）
● 赤ちゃんの日  …  月１回 10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回 13：30 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年 10 回 9：30 〜 11：30

うりまく夢創造館（☎ 67-2111）
● 開館日  …  毎週 木 • 金 • 土曜日 9：00 〜 16：00	

国保病院（☎ 66-2031）
● �夜間診療・専門外来のお知らせ  …  18 ページに掲載。
● �救急診療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第 2 火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第 1・3 水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。

特
設
相
談
窓
口

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
で
す
。
皆
様
か
ら
の
相
談
は

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

▼ 

開
設
日
：
10
月
13
日

（水）
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

　

▼ 

会　

場
：
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

お知らせ
国保病院からの

　

問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
66
・
２
０
３
１
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国民年金

町民課戸籍年金窓口係

Information

年金を受けている方が亡くなられたとき

手続きされましたか？
未支給年金の請求手続き

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
や
、
亡

く
な
っ
た
日
よ
り
後
に
振
込
み
さ
れ
た
年
金

の
う
ち
、
亡
く
な
っ
た
月
分
ま
で
の
年
金
に

つ
い
て
は
、
未
支
給
年
金
と
し
て
ご
遺
族
が

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
方
が
、
年

金
請
求
を
せ
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
も
未
支

給
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
一
定
の
条
件
が
当
て
は
ま
る
場
合
は

遺
族
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
な
ど

を
請
求
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
未
支
給
年
金
の
請
求

未
支
給
年
金
の
請
求

　　

未
支
給
年
金
は
、「
未
支
給
年
金
・
未
支

払
給
付
金
請
求
書
」
に
よ
り
請
求
し
ま
す
。

　

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
ご
遺
族
は
、
年

金
を
受
け
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
当
時
、

生
計
を
同
一
に
し
て
（
支
え
て
）
い
た
こ
と

が
条
件
で
、
次
の
通
り
受
け
取
れ
る
順
位
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

① 

配
偶
者　

② 

子　

③ 

父
母　

④ 

孫　

⑤ 

祖
父
母　

⑥ 

兄
弟
姉
妹　

⑦ 

そ
の
他
の

３
親
等
内
の
親
族

　
必
要
書
類
は

　
手
続
き
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
亡
く
な
っ
た
方
の
年
金
証
書　

※
年
金
証

書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
旨
申
し
出

を
い
た
だ
き
ま
す
。

②
亡
く
な
っ
た
方
と
請
求
者
と
の
身
分
関
係

を
確
認
で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

③
亡
く
な
っ
た
方
と
請
求
者
の
生
計
関
係
が

わ
か
る
書
類
（
亡
く
な
っ
た
方
の
住
民
票

の
除
票
及
び
請
求
者
の
世
帯
全
員
の
住
民

票
な
ど
）

④
請
求
者
の
、
受
け
取
り
を
希
望
す
る
金
融

機
関
口
座
を
確
認
で
き
る
も
の
（
通
帳
の

写
し
や
金
融
機
関
の
証
明
な
ど
）

⑤
亡
く
な
っ
た
方
と
請
求
者
が
別
世
帯
だ
っ

た
場
合
は
「
生
計
同
一
に
つ
い
て
の
申
立

書
」

　
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
で
請
求
さ
れ

る
場
合

　

請
求
者
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

を
請
求
書
に
記
載
さ
れ
た
場
合
は
③
の
書
類

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
番
号
の
確
認
の
た
め

▼「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）」

　

も
し
く
は

▼
「
通
知
カ
ー
ド
（
氏
名
、
住
所
等
が
住
民

票
と
一
致
す
る
も
の
）＋
身
元
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）」
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

未
支
給
年
金
の
請
求
を
し
な
い
ま
ま
、
年

金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
日
よ
り
後
に
振
込

ま
れ
た
年
金
を
受
け
取
る
と
、
過
払
い
年
金

と
し
て
返
還
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
未
支
給
年
金
の
請
求
権
は
５
年

で
時
効
を
迎
え
ま
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

亡
く
な
っ
た
方
の
未
支
給
年
金
は
、
受
け

取
っ
た
方
の
一
時
所
得
に
該
当
し
、
確
定
申

告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
（
支
給
金
を
受
け
取
る
年
分

に
お
い
て
、
そ
れ
を
含
む
一
時
所
得
の
金
額

の
合
計
額
が
50
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
は
不
要
で
す
）。
詳
細
は
最

寄
り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
手
続
き
・
問
合
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

▼
帯
広
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
５
５
・
65
・
５
０
０
１

▼
町
民
課
戸
籍
年
金
窓
口
係

　
☎
66
・
４
０
３
１

鹿追町の住まいに関する助成制度
　町では、定住人口の増加等を目的に、鹿追町に居住される方の
住宅に関する費用について各種制度を実施しています。

　上記の制度には細かな対象要件があり、場合によっては対象ならない場合、
助成金額が満度に受けられない場合などもあります。また、助成金を受けるに
は申請が必要になりますので、助成を希望される場合は、必ず担当部署に事前
にご相談願います。

企画課企画係　☎ 66・4032

制度の概要 担当部署

住宅の新築
増築

①自身の居住の住宅新築
②従業員居住のための新築・増築
③高齢者・障害者のための増築
などに、最大100万円（町内業者の施工の場合）または最大50万円（町
外業者の施工の場合）を商品券で助成

企画課企画係
☎ 66•4032

中古住宅の購入
200 万円以上の中古住宅の購入（土地代などは含まない）に対して、
その 10％（最大 30 万円）を商品券で助成

企画課企画係
☎ 66•4032

空地・空家の
情報提供

鹿追町内の空地・空家の売買や賃貸を希望する方同士をおつなぎしま
す。なお、交渉や契約は当人同士で行っていただきます。

企画課企画係
☎ 66•4032

民間賃貸住宅
家賃助成

世帯全員の前年所得の合計額が 227 万円（給与収入で 350 万円）未
満で、登録民間賃貸住宅に居住している場合、月額家賃から 2 万 5 千
円を控除した額の 1/2 を助成（月額5千円を上限とし、最大36か月）

企画課企画係
☎ 66•4032

太陽光発電
システム設置

自ら居住する住宅に住宅用太陽光設置システムを新設する場合、太陽
電池の最大出力値に 3 万 5 千円を乗じた額を助成（最大 10 万円）

企画課企画係
☎ 66•4032

廃屋の解体

町内にある居住建物、倉庫、物置、車庫でその用途としての機能を有
さなくなったもの（事業の用に供していた家屋等でないこと）で、建
築後 30 年以上が経過し、補助金申請時に居住実態のない家屋を解体
する場合、1㎡あたり 1 万 1500 円以内（基礎あり）、1 万円
以内（基礎なし）で算出された額の 1/2 を助成（最大 50 万円）
※家屋等の建て替えのための解体等は除きます。

町　民　課
住民生活係
☎ 66•4031

住宅の耐震診断
耐震改修

町民が所有し自らが居住している住宅で、昭和 56 年 5 月 31 日以前
に着工された木造住宅などが対象
耐震診断：耐震診断費用の 2/3 以内（最大 4 万円）
耐震改修：最大 30 万円　※改修費用によって変わります。

建設水道課
建　築　係
☎ 66•4033

結婚新生活支援

令和 3 年 4 月以降に結婚した夫婦で、結婚を機に新たに居住するため
の費用（住居費、引越費用等）を最大 30 万円助成
条件：婚姻日における年齢がともに 39 歳以下
　　　新婚世帯の所得額が 400 万円（給与収入で 540 万円）未満
　　　※婚姻を機に離職した場合は換算しない。

企画課企画係
☎ 66•4032

詳細はこちらから！
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ミライ

企画課企画係
☎ 66•4032

　

鹿
追
町
が
取
り
組
む
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」紹
介
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
次
の
２
つ
の
目
標
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
番
号
⑬

「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対

策
を
」

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
「
気
候
変
動
お

よ
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の

緊
急
対
策
を
講
じ
る
」
と
い
う
目
標

が
あ
り
ま
す
。

　

町
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
核

に
先
進
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

も
国
内
各
地
に
お
い
て
気
候
変
動
が

要
因
と
さ
れ
る
豪
雨
等
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ

の
地
球
上
で
暮
ら
す
一
員
と
し
て
、

次
世
代
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
気
候
変
動
対
策
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
」
を
し
っ
か
り
と
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
番
号
⑭

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
に
海
洋
・
海
洋
資
源
を
保

全
し
、
持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
」

と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

　

内
陸
部
に
住
む
私
た
ち
も
間
接
的

に
海
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年

で
は「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題
」

が
大
き
な
話
題
と
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
買
物
袋
の
有
料
化
な
ど
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
町
で
は
「
ひ
ま

わ
り
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
生
ご
み
を
バ
イ
オ

ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
て
堆
肥
化
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、町
民
向
け
に
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
・

生
ご
み
処
理
機
・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
助
成
を
行
い
、
ご
み
の
資
源
化
、
減

量
化
を
推
進
し
て
い
て
、
間
接
的
に
海

を
守
る
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今回のテーマ

　
次
回
は
、

　
　 

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

　
　 

平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に 

　
　

  

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

SDGsSDGs鹿追のSDGs

ジ
オ
パ
ー
ク
的
写
真
映
え
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　

西
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
山
登
山
道

　
今
回
は
登
山
好
き
の
方
向
け
の
ご
紹
介

で
す
。
然
別
湖
周
辺
に
は
登
山
道
が
整
備

さ
れ
た
山
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
秋
の
登
山
に
お
す
す
め
な
の
が
西

ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
山
で
す
。
写
真
映
え

す
る
の
は
、
ま
ず
、
そ
の
眺
望
。
登
山
道

が
十
勝
平
野
の
側
に
つ
い
て
い
る
の
で
、

裾
野
へ
と
移
ろ
う
紅
葉
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
木
々
の
葉
が
落
ち
た
斜

面
で
、
白
い
樹
皮
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
む
き

出
し
と
な
り
、
山
肌
に
白
い
模
様
が
浮
か

ぶ
の
も
美
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
山
頂

部
か
ら
西
方
に
は
冠
雪
時
期
の
十
勝
連
峰

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
的
な
見
ど
こ
ろ
は
、
岩
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
広
が
る
岩が

ん
か
い
し
ゃ
め
ん

塊
斜
面
で
す
。
西

ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ
リ
山
を
は
じ
め
と
す
る

然
別
火
山
群
は
、
溶
岩
ド
ー
ム
と
い
う
タ

イ
プ
の
火
山
で
す
。
西
ヌ
プ
カ
ウ
シ
ヌ
プ

リ
山
頂
下
の
登
山
道
は
崩
れ
た
溶
岩
が
む

き
出
し
と
な
っ
た
斜
面
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
周
囲
に
は
高
山
植
物
が
茂
り
、
エ
ゾ
ナ

キ
ウ
サ
ギ
の
す
み
か
・
餌
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
冬
眠
を
し
な
い
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ

は
、
秋
に
活
発
に
動
き
、
岩
の
隙
間
に
食

料
を
溜
め
込
み
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
可

愛
ら
し
い
姿
を
拝
め
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

※
岩
場
で
は
、
植
物
を
踏
ま
な
い
よ
う
特

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
高
山
植
物
は
踏

圧
に
弱
く
、
植
生
の
回
復
に
何
年
も
か
か

り
ま
す
。

■
問
合
せ:

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

電
話
６
７
・
２
０
８
９

HP

西ヌプカウシヌプリ山の岩塊斜面

このページは、とかち広域消防局 鹿追消防署が発行した原文のまま掲載しています。
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健幸福祉のページ
保健福祉課（トリムセンター内）

☎ 66・1311 F66・1818

ふ しくけんこう

Houkatsu    認知症初期集中支援事業について
包
括
ケ
ア
係

　
認
知
症
に
は
、
症
状

　
認
知
症
に
は
、
症
状

が
似
て
い
て
間
違
い
や

が
似
て
い
て
間
違
い
や

す
い
病
気
や
症
状
も
あ

す
い
病
気
や
症
状
も
あ

る
の
で
、
診
断
や
治
療

る
の
で
、
診
断
や
治
療

の
た
め
に
は
受
診
が
必

の
た
め
に
は
受
診
が
必

要
で
す
。

要
で
す
。

　
認
知
症
に
伴
う
症
状

　
認
知
症
に
伴
う
症
状

で
対
応
に
お
困
り
の
場

で
対
応
に
お
困
り
の
場

合
は
、「
認
知
症
初
期

合
は
、「
認
知
症
初
期

集
中
支
援
事
業
」
を
利

集
中
支
援
事
業
」
を
利

用
す
る
こ
と
も
可
能
で

用
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
す
。

　
Kenkou

若
年
層
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

健康推進係

認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
と
は

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

認
知
症
の
専
門
知
識
を
も
っ
た
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
専
門
職
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
、
認
知

症
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方

や
ご
家
族
を
訪
問
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
心
配
事
な
ど

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
医
療
機
関

の
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
支

援
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
概
ね
６
ヶ

月
間
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

　

事
業
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

○
認
知
症
の
方
が
、
認
知
症
の
症

状
に
よ
る
苦
痛
や
、
周
り
の
方

と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
生
じ

る
辛
い
思
い
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
認
知
症
の
タ
イ
プ
や
環
境
等
に

よ
り
異
な
る
対
応
方
法
に
つ
い

て
、
認
知
症
の
方
に
応
じ
た
視

点
で
専
門
知
識
に
基
づ
い
た
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

る
。

○
ご
家
族
や
周
り
の
方
々
が
認
知

症
の
方
へ
の
関
わ
り
方
が
分
か

る
こ
と
で
、
症
状
の
進
行
や
悪

化
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
適
切
な
治
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
り
や
す
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
40
歳
以

上
の
方
で
、
認
知
症
ま
た
は
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
が
、
継
続
的
に
受

診
で
き
て
い
な
い
方
や
適
切
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
方

認
知
症
に
つ
い
て

　

単
な
る
「
物
忘
れ
」
と
は
違
い

ま
す
。

　

認
知
症
と
は
、

「
い
っ
た
ん
獲
得
し
た
記
憶
力
、

思
考
力
、
言
語
能
力
、
計
算
能
力

な
ど
が
衰
え
、
今
ま
で
で
き
て
い

た
社
会
活
動
や
日
常
活
動
に
支
障

が
生
じ
た
状
態
」
の
こ
と
。

人
に
よ
っ
て
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。予

防
の
た
め
に

　

認
知
症
の
発
症
要
因
と
し
て
疑

わ
れ
て
い
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
・
自
粛
に

よ
り
、
認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
社

会
的
孤
立
や
運
動
不
足
を
防
ぐ
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、

○
家
族
や
友
人
と
電
話
や
メ
ー
ル

で
話
す
。

○
体
操
や
散
歩
な
ど
の
適
度
な
運

動
習
慣
を
も
つ
。

○
脳
ト
レ
な
ど
の
頭
の
体
操
を
行

う
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
に
配
慮
し
て
、
趣
味
を
楽

し
む
な
ど
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
の
方
の
相
談
窓
口
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

現
在
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
、
基
礎
疾
患
が
な
い
若
い
方
の
重

症
化
や
、
後
遺
症
に
悩
ん
で
い
る
方
も

増
加
し
、
若
年
層
へ
の
感
染
対
策
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鹿
追
町
の
接
種
割
合

　

鹿
追
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
方
は
、
全

世
代
で
対
象
者
の
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
12
歳
～
39
歳
の
若
い
年
代

に
な
る
と
７
割
と
減
少
、
特
に
20
歳
代

が
約
７
割
弱
と
接
種
割
合
が
一
番
低
い

年
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。(

令
和
３
年

８
月
25
日
現
在)

ワ
ク
チ
ン
の
誤
情
報
に
注
意　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

様
々
な
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
。

「
接
種
し
て
も
効
果
が
な
い
」

「
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
と
不
妊
に
な
る
」

「
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
腕
に
磁
石
が
つ

く
」

な
ど
の
誤
っ
た
情
報
が
拡
散
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
情
報
に
関
し
て
は
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
情
報
な
の
か
を

見
極
め
、
信
頼
性
の
高
い
情
報
を
発
信

し
て
い
る
公
的
機
関
や
団
体
な
ど
か
ら

情
報
を
得
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

誤
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
正
し
い
情

報
に
基
づ
い
て
接
種
を
希
望
す
る
か
ご

判
断
く
だ
さ
い
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
定

　

鹿
追
町
で
は
、
全
て
の
対
象
の
方
の

接
種
を
９
月
末
で
終
了
し
ま
す
が
、
接

種
で
き
な
か
っ
た
方
、
転
入
者
や
新
た

に
満
12
歳
に
な
っ
た
方
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
現
在
検
討
中
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
で
、
今
後
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
は

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
自

分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持
ち
、
軽
度

な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

こ
と
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
効
果

〇
毎
日
の
健
康
管
理
の
習
慣
が
身
に
つ

く
〇
医
療
や
薬
の
知
識
が
身
に
つ
く

〇
医
療
機
関
を
受
診
す
る
機
会
が
減
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

取
り
組
み
方
法

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
自

分
自
身
の
身
体
は
自
分
で
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

О
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
上
手
に
活
用
し
て
、

自
ら
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
ょ
う
（
О
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と
は
、

薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
処
方

箋
な
し
に
購
入
で
き
る
医
薬
品
の
こ
と

で
す
）。

　

具
体
的
に
は
、
風
邪
が
重
症
に
な
る

前
に
風
邪
薬
を
飲
む
、
疲
れ
た
時
に
ビ

タ
ミ
ン
剤
を
飲
む
な
ど
の
行
動
で
す
。

効
果
的
に
行
な
う
た
め
に

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

は
、
ま
ず
自
分
自
身
の
身
体
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

　

自
分
が
飲
ん
で
い
る
薬
の
記
録
等
を

つ
け
る
こ
と
で
、
医
師
や
薬
剤
師
な
ど

か
ら
自
分
の
体
質
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

普
段
か
ら
適
度
な
運
動
と
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
り
、
十
分
な
睡

眠
を
確
保
す
る
こ
と
で
自
然
治
癒
力
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
知
っ
て
、

よ
り
健
康
に
！

申
し
込
み
・
お
問
合
せ

は
、
包
括
ケ
ア
係
ま
で

上記までお気軽に
お電話ください♪
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開町１００年記念特集

　
　
　
　
趣
　
意

昭
和
五
十
六
年
八
月
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
十
二
号
は

鹿
追
町
歴
史
最
大
の
三
百
五
十
一
粍
に
達
す
る
豪

雨
を
も
た
ら
し
た

本
町
を
縦
断
す
る
然
別
川
は
大
氾
濫
を
起
こ
し
堤
防

は
い
た
る
処
で
欠
壊
農
地
の
流
失
浸
蝕
は
流

域
総
べ
て
に
及
び
永
久
橋
は
崩
壊
交
通
網
の
途

絶
に
よ
る
陸
の
孤
島
と
化
し
正
に
未
曾
有
の
災

害
と
な
っ
た

こ
の
大
災
害
に
当
り
地
域
住
民
の
悲
痛
な
願
い
に
応

え
国
を
始
め
道
当
局
地
元
土
木
現
業
所
支
庁
等

関
係
機
関
の
総
力
を
結
集
し
た
努
力
は
災
害
復
旧

助
成
事
業
の
採
択
と
な
り

五
ケ
年
で
総
工
費
百
九
十
八
億
円
を
投
じ
て

こ
こ
に
全
復
旧
事
業
の
完
成
を
み
る
に
至
っ
た

然
別
川
と
共
に
生
き
る
鹿
追
町
住
民
は
こ
の
大
事

業
を
永
久
に
語
り
継
ぎ
忘
れ
る
こ
と
は
無
い

記
念
碑
建
立
の
趣
意
と
す
る
。

　
　
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
鹿
追
町
長
　
佐
渡
　
一
男
書

満開の桜とつつじ

　

 　第 十六 回
  然別川
　 災害復旧記念碑

然別川氾濫による町内冠水図
（災害記録集より）

資料提供　髙橋　行夫 さん

未
曾
有
の
集
中
豪
雨

　

昭
和
56
年
８
月
、
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ

然
別
川
が
氾
濫
、
未
曾
有
の
災
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

８
月
３
日
か
ら
北
上
し
て
き
た
台
風
12

号
は
典
型
的
な
集
中
豪
雨
と
な
り
、
然
別

川
流
域
に
降
り
５
日
早
朝
か
ら
諸
河
川
が

増
水
、
午
前
９
時
頃
鹿
追
町
南
区
で
畑
地

が
冠
水
、
正
午
に
は
瓜
幕
で
堤
防
が
決
壊
。

午
後
４
時
に
は
自
然
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ン
プ

場
が
流
失
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
増
水
が
続
き
主
要
道
路

や
橋
梁
が
崩
壊
ま
た
は
流
失
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
鹿
追
町
は
全
く
の
交
通
途
絶

と
い
う
事
態
を
生
じ
陸
の
孤
島
と
な
っ
た

の
で
す
。

お
も
な
被
害
状
況

　

大
自
然
の
営
み
と
恵
み
で
豊
か
な
地ち

み味

を
創
出
し
、
人
々
の
心
を
癒
す
存
在
で

あ
っ
た
然
別
川
は
「
56
災
害
」
に
よ
っ
て

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た
昭
和
60
年
、
然

別
川
公
園
内
に
「
災
害
復
旧
記
念
碑
」
を

建
立
。
同
年
10
月
25
日
、
帯
広
開
発
建
設

部
な
ど
関
係
機
関
、
工
事
関
係
者
、
被
災

者
ら
が
参
列
し
て
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
碑
の
背
後
を
流
れ
る
「
然
別
川
」

の
変
容
に
、
人
々
は
感
慨
を
深
く
し
た
の

で
す
。

　

復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
57
年
発

行
の
「
災※
害
記
録
集
」
に
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
図

書
館
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

然
別
川
の
景
観
維
持
と

保
全
団
体

　

未
曾
有
の
災
害
を
受
け
た
然
別
川
は
、

大
き
な
爪
跡
を
残
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
修
複
と
景
観
維
持
に
活
躍
し
て
い
る

団
体
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ク
テ
ク
ウ
シ
ゆ
う
ほ
村

　

こ
の
会
は
、
平
成
２
年
に
発
足
。
町
民

や
子
供
た
ち
が
「
水
と
大
地
」
に
親
し
み
、

然
別
川
の
自
然
を
愛
し
、
ま
た
、
河
川
流

域
の
景
観
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
足
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
、
堤

防
18
キ
ロ
区
間
に
１
５
０
０
本
の
桜
並
木

を
造
成
。
草
刈
り
や
追
肥
、
枯
死
木
の
処

理
と
補
植
、
支
障
木
の
処
理
な
ど
の
奉
仕

活
動
を
続
け
、「
日
本
さ
く
ら
の
会
賞
」、「
建

設
大
臣
表
賞
」、「
十
勝
環
境
賞
」
な
ど
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
名
称
の
由
来
は
、
ク
テ
ク
ウ
シ
が

ア
イ
ヌ
語
で
、「
鹿
捕
り
柵
あ
る
と
こ
ろ
」

の
意
で
鹿
追
町
の
語
源
。
ゆ
う
ほ
は
、
遊

歩
と
未
確
認
物
体
の
「
U
Ｆ
Ｏ
」
を
連
想

さ
せ
る
未
来
の
夢
を
求
め
た
も
の
で
、
会

員
は
初
期
の
目
的
達
成
と
親
睦
を
図
り
な

が
ら
現
在
も
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
然
別
川
検
討
委
員
会

　

こ
の
会
は
平
成
８
年
に
、
帯
広
土
木
現

業
所
（
現
帯
広
建
設
管
理
部
）
鹿
追
出
張

所
の
も
と
に
設
立
。
河
川
環
境
整
備
構
想

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。

　

主
な
る
事
業
は
、
然
別
川
の
「
現
況
調

査
（
樹
木
種
、
水
棲
動
物
、
河
畔
林
の
動

植
物
の
調
査
な
ど
）」
の
他
、「
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」、
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
「
馬
の
道
」、
魚
道
の
設
置
と
親
水

施
設
な
ど
の
維
持
管
理
体
制
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。
然
別
川
流
域
の
生
物
調
査

と
小
学
４
年
生
を
対
象
に
し
た
「
然
別
川

が
語
る
」
の
学
習
支
援
、
河
川
要
所
６
か

所
に
案
内
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
目
的
を

達
成
し
て
平
成
21
年
に
解
散
し
ま
し
た
。

　
然
別
川
を
守
る
会

　

こ
の
会
は
、
前
段
の
然
別
川
検
討
委
員

会
が
検
討
設
置
し
た
親
水
施
設
や
魚
道
の

完
成
後
、
維
持
管
理
を
要
す
る
た
め
に
組

織
さ
れ
た
団
体
で
す
。
母
体
は
帯
広
土
木

現
業
所
（
現
帯
広
建
設
管
理
部
）
で
、
毎

年
草
刈
り
や
清
掃
活
動
な
ど
を
続
け
る
奉

仕
団
体
と
し
て
平
成
21
年
に
発
足
し
ま
し

た
。

　

俳
句
並
木

　

鹿
笛
吟
社
が
、
会
員
の
感
性
豊
か
な

表
現
作
15
基
を
然
別
川
遊
歩
道
沿
い
に
設

置
。
散
策
す
る
人
々
の
琴
線
に
触
れ
る
作

風
で
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
と
も
に
安
ら
ぎ

を
与
え
る
「
俳
句
並
木
」
は
平
成
４
年
７

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

桜の苗木植樹

植樹帯の草刈り

俳句並木碑

項　　目 被害数 被害額
（百万円）

住　宅
床上浸水 46　戸 57
床下浸水 467　戸 126

道　路
道　道

決壊・流失 21 カ所 108
橋梁落橋・流失 4 カ所 277

町　道　
決壊・流失 42 カ所 337
橋梁流失 １カ所 60

河川決壊 101 カ所 12,371
農地流失 207　ha 957
畑作物冠水 5,845　ha 3,723

(
全
国
防
災
協
会
出
版
資
料
に
よ
る)

自衛隊員が救出出動

崩壊した紅葉橋

決壊した農地
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 『 

太
古
か
ら
つ
な
ぐ
も
の 

』

　
10
月
に
な
り
、
秋
の
色
は
一
層
濃
く

な
っ
た
然
別
湖
。
風
の
冷
た
さ
に
季
節
の

移
ろ
い
を
感
じ
ま
す
。
紅
葉
の
ピ
ー
ク
は

毎
年
上
旬
頃
で
色
鮮
や
か
に
変
化
し
た
森

の
中
を
、
冬
支
度
に
大
忙
し
の
動
物
た
ち

が
元
気
よ
く
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。
リ
ス

や
野
ネ
ズ
ミ
は
果
実
や
種
子
を
実
ら
せ
た

草
木
か
ら
か
じ
っ
た
り
、
熟
れ
て
落
ち
た

実
を
拾
っ
た
り
し
て
集
め
て
は
巣
穴
に
持

ち
帰
り
貯
蔵
す
る
の
で
す
。
お
家
の
中
が

い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
憶
え
て
お
け
る
場

所
に
隠
し
て
お
き
ま
す
。
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ

ギ
は
草
葉
を
集
め
、
風
通
し
の
よ
い
場
所

に
置
い
て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
巣
穴
へ
運
び

込
み
ま
す
。
乾
い
た
落
ち
葉
、
綿
毛
の
付

い
た
種
子
も
リ
ス
や
鳥
が
口
い
っ
ぱ
い
に

く
わ
え
て
運
び
、
暖
か
い
寝
床
の
素
材
と

す
る
な
ど
知
恵
と
工
夫
を
働
か
せ
て
い
ま

す
。

　
然
別
湖
の
北
岸
に
湖
へ
流
れ
込
ん
で
い

る
ヤ
ン
ベ
ツ
川
へ
、
ミ
ヤ
ベ
イ
ワ
ナ
が
産

卵
の
為
に
遡
上
を
し
、
そ
の
数
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
の
も
こ
の
季
節
。
婚
姻
色
と
い

う
紅
色
に
お
腹
を
染
め
て
、
湖
か
ら
大
挙

し
て
上
流
を
目
指
し
来
て
い
ま
す
。
川
に

倒
れ
込
ん
だ
倒
木
の
下
の
溜
ま
り
に
は
、

風
格
が
あ
る
立
派
な
身
体
つ
き
の
ミ
ヤ
ベ

イ
ワ
ナ
に
出
会
え
、
そ
の
迫
力
と
躍
動
感

に
息
を
の
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
産
卵
を
し
て
は
湖
へ
戻
り
、
ま
た
翌
年

の
秋
に
遡
上
し
て
く
る
。
こ
の
シ
ン
プ
ル

な
営
み
を
、
天
候
が
ど
う
で
あ
れ
、
川
の

様
子
が
変
わ
る
事
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

粛
々
と
太
古
か
ら
続
け
繋
い
で
き
た
と
い

う
命
の
た
く
ま
し
さ
と
深
み
を
感
じ
ま
し

た
。

　
秋
は
夏
と
は
ま
た
違
っ
た
、
生
き
物
た

ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
の
当
た
り
に
で
き

る
季
節
で
す
。

今月のオススメ

　まだ見ぬ才能が世に出れば
……。「何々の始め方」という本
を書棚に並べる時にはそんな思
いがあります。これはカンタンに小説が書け
るようになる本です。え？信じられない？そ
う言われるかもと思って試しに書いてみたの
ですが、確かに書けました。大人にもお薦め
です。

「こども小説教室」
田丸雅智／著

図書館NEWS

きょうりゅうたちもほんがよめるよ
 ／ジェイン・ヨーレン

かぐやひめ　　　　　　　 ／ヒョーゴノスケ

【小学生向け】
先生、感想文、書けません！　 ／山本　悦子

ｅスポーツプレイヤーになるには？
／ウェルプレイド・ライゼスト

【中高生向け】
５分で読書　扉の向こうは不思議な世界

／カドカワ読書タイム

他者の靴を履く　　　　 ／ブレイディみかこ
遠巷説百物語　　　　　　　　 ／京極　夏彦

今月の新着 289 冊の中からおススメを紹介！
乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

新着リスト Twitter YouTubeFacebook

TEL•FAX 69•7170

親子で楽しい、絵本の時間

「絵本を読むといいと聞くけど、どの本をよんだら

いいの？」とお悩みの方は、図書館の年齢別セット

がおすすめ。０〜３歳向けの年齢別に、絵本が５冊

セットになっています。図書館の絵本の部屋前にご

用意していますので、ぜひご利用ください。

 夢をかなえる第一歩に！

  昔話を鮮やかな絵で描いた１冊！

一
般
向
け

小型家電製品の排出方法について小型家電製品の排出方法について
　　現在、小型家電製品を資源ごみとして回収し現在、小型家電製品を資源ごみとして回収し
ていますが、分別不良のものが混ざっていますていますが、分別不良のものが混ざっています
ので今一度分別方法についてご確認下さい。ので今一度分別方法についてご確認下さい。

町民課住民生活係　☎66•4031

品　目 排　出　方　法

プリンター インクカートリッジを外す。外したインクは「燃やさないごみ」または「家
電量販店の回収ボックス」へ。

掃除機 ごみを取り除く。ごみは「燃やすごみ」へ。

リモコン、ゲーム機 乾電池を外す。乾電池は「資源ごみ」へ（充電式電池は販売店へ）。

電動ドライバー
充電式掃除機 バッテリーを外す。バッテリーは販売店へお問い合わせください。

加熱式タバコ 回収できません。販売店や家電量販店へお問い合わせください。

モバイルバッテリー 回収できません。販売店や家電量販店へお問い合わせください。

※リチウムイオン電池（モバイルバッテリーや加熱式タバコ等で使用）を原因とする火災事故が破砕施設や
　パッカー車において発生しています。一般ごみに混ぜないでください。

知ってますか？

リサイクル
Q　A&
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７
月
か
ら
引
き
続
き
８
月
も
猛
暑
、
猛
暑
で
大
変
な
日
々
。

　「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
、
過
酷
な
状
況
の
中
、
開
催
さ

れ
て
い
る
。
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
の
強
い
心
で
挑
ん
で
い
る
姿
を
、
羨

望
の
目
で
見
て
い
る
が
試
合
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、「
自

分
の
為
と
い
う
よ
り
誰
か
の
為
に
頑
張
っ
た
」
と
い
う
言
葉
を
沢
山
聞
か

さ
れ
た
。

　
誰
か
の
為
に
頑
張
る
と
い
う
心
は
想
像
以
上
の
力
が
湧
き
出
て
く
る
の

だ
ろ
う
。
人
の
為
に
頑
張
れ
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。

　
私
達
は
、
日
常
生
活
の
中
で
も
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
あ
の
人
の

喜
ぶ
顔
を
見
た
ら
嬉
し
く
て
幸
せ
な
気
分
に
な
っ
て
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と

思
う
事
は
あ
る
。

　
私
は
今
、
野
菜
の
堆
肥
作
り
に
ハ
マ
っ
て
い
る
。

　
有
機
栽
培
で
、
お
い
し
い
野
菜
を
作
り
た
い
と
思
い
、
生
ご
み
を
発
酵

さ
せ
て
野
菜
作
り
に
時
間
と
資
材
を
か
け
て
い
る
。

　
二
人
暮
ら
し
の
私
達
が
食
べ
て
も
量
は
し
れ
て
い
る
の
だ
が
、
お
い
し

い
野
菜
が
出
来
た
ら
友
達
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
の

だ
。

　
こ
れ
は
人
の
為
と
言
う
よ
り
、
土
い
じ
り
が
好
き
で
や
っ
て
い
る
趣
味

な
の
で
貰
っ
て
く
れ
て
、
喜
ん
で
く
れ
た
ら
尚
、
楽
し
い
。

　
先
日
、
友
達
の
所
を
訪
ね
る
と
き
れ
い
に
庭
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。

　
雑
草
も
取
り
除
か
れ
野
菜
も
実
が
な
り
有
効
に
植
え
ら
れ
た
菜
園
。

　
友
達
が
言
う
に
は
「
春
の
種
ま
き
、野
菜
の
苗
植
え
等
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」
と
、
今
は
ち
ょ
っ
と
退
屈
ら
し
い
。
で
も
、
子
供
た
ち
や
孫
が
野
菜

や
果
物
を
食
べ
に
来
る
の
が
楽
し
み
な
の
だ
ろ
う
。

　
人
は
誰
か
の
為
に
何
か
を
す
る
事
が
本
能
的
に
生
き
が
い
で
、
自
然
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

誰
か
の
為
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
中
　
洋
子

父
生
き
し
歳
ま
で
吾
も
あ
と
三み
と
せ歳

　
　
　
　
　
　
蝋
燭
の
灯
い
つ
消
え
る
や
ら
　
　
　
　
　
　
白
石
　
知
徳

ま
た
ひ
と
つ
閉
店
の
記
事
読
む
晩
夏

　
　
　
　
　
　
う
っ
す
ら
悲
し
く
過
ぎ
て
ゆ
く
の
み
　
　
　
髙
橋
真
奈
美

吾
亦
紅
う
ら
悲
し
さ
の
な
か
揺
れ
る

　
　
　
　
　
　
映
画
の
せ
い
ね
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス
ワ
ン
　   

尾
上
ひ
と
み

淡
々
と
過
ぎ
て
し
ま
う
日
々
の
惜
し
き
て

　
　
　
　
　
　
せ
め
て
友
ら
と
ハ
イ
ボ
ー
ル
で
も
と
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

懐
妊
を
土
産
と
せ
し
子
の
爽
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
と
も
子

脱
ぎ
捨
て
て
残
暑
に
挑
む
蝦
夷
育
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
田
ゆ
き
男

整
列
の
中
に
母
校
や
爽
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
ま
さ
し

四
季
の
会

収
穫
へ
色
づ
く
野
良
に
蜻
蛉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
島
　
新
一

秋
立
ち
て
拾
度
ダ
ウ
ン
に
炉
を
炊
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
沼
　
絃
一

鏡
に
は
映
ら
ぬ
命
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

立
秋
や
地
元
の
力
作
道
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埴
渕
　
洋
子

鹿
笛
吟
社

わ
が
歳
遊
ば
せ
て
い
る
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

パ
ラ
五
輪
い
ま
だ
に
ま
な
裏
九
月
濃
し
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
朝
子

故
郷
の
想
い
は
ひ
と
つ
赤
蜻
蛉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

白
寿
大
学
俳
句

思
考
力
極
暑
の
日
々
に
薄
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
お
さ
む

汗
か
い
た
後
の
楽
し
み
夕
餉
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
い
さ
を

青
空
に
満
開
の
ひ
ま
は
り
映
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
み
ち
子

夏
木
句
会

町民文芸

今
月
の
表
紙

今
月
号
の
表
紙
は
９
月
の
よ
く
晴
れ
た

夕
方
の
ひ
と
時
で
す
。

同
じ
土
地
に
た
く
さ
ん
の
ひ
孫
さ
ん
と

暮
ら
す
お
ば
あ
さ
ん
は
98
歳
。
鹿
追
の
歩

み
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
乗
り
越

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

鹿
追
に
生
き
る
全
て
の
人
と
共
に
、
町

は
次
の
１
０
０
年
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し

ま
す
。

善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託
な
ど

▽
町
へ

・  

東
京
鹿
追
会
（
水
野
保
弘
会
長
）

＝
３
万
円

・  

札
幌
鹿
追
会
（
寺
島
勝
道
会
長
）

＝
１
万
円

・  

帯
広
鹿
追
会
（
松
原
和
夫
会
長
）

＝
３
万
円

・  

株
式
会
社
土
木
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
土
井
紀
代
子
代
表
取
締
役
）
＝
10
万
円

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

・  

上
野
敏
郎
＝
郷
土
資
料
と
し
て
町
内
小

学
校
の
廃
校
資
料

▽
福
祉
団
体
な
ど
へ

・  

禅
昭
寺
（
齊
藤
祐
基
住
職
）

                                     　

 

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・  

安
井
照
明                     

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・  

萩　

敬
司                     

＝
リ
ン
グ
プ
ル

　

町民課　戸籍年金窓口係

戸 籍 の 　 　 　 口窓

ごめいふくを
　　お祈りします

小野やゑ子さん　　91歳

松本　京子さん　　76歳

熊谷　克己さん　　93歳

櫻庭　忠男さん　　96歳

亡
死

8 月 受 付 分

こんにちは
　　よろしく

西垣　奈
な お

緒ちゃん   宗則さん・真由美さん

加賀谷陽
ひ び き

葵ちゃん   　馨さん・有希子さん

ハッチンソン新
あ ら は

葉ロイくん

                     オリバーさん・由衣さん

鎌田　　洸
こう

くん　  　弾さん・　茜さん

田村　汐
し お

央くん　  康紀さん・茉耶さん

生
出

結 いついつまでも
　　おしあわせに婚

小川　将吾さん ＝ 草野　有紀さん

髙田　裕司さん ＝ 宮内　葉月さん

髙橋　史也さん ＝ 松木　彩音さん

人 の う ご き
 8月末現在（外国人を含む）

（対前月比）

世 帯	 2522戸	（+   6）
人 口	 5268人	（+   4）
　 男	 2589人	（+   1）
	 女	 2679人	（+   3）

しかおいの情報はこちらから！

公式フェイスブック 公式インスタグラム

800 人以上がフォロー中！
まちの行政情報発信中！

840 フォロワー突破！
しかおいの魅力発信中！

3131 広報しかおい2021.10 3030広報しかおい2021.10



　　
広
報
し
か
お
い
　
　
　
　

　
　
　
　
1010
月
号

令
和
３
年
9
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課
広
報
広
聴
係
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TOWN  OF  SHIKAOI 鹿 追 町 役 場

〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1
　☎ 0156（66）2311　℻ 0156（66）1020

【鹿追町ホームページ】　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
【市外局番は「0156」です】

今季も販売！瓜幕バイオのおいしいトマト
9月７日　道の駅しかおい・Aコープしかおいで数量限定販売中

個性あふれる鹿追焼のマグカップ作り
9月3日　鹿追中学校・総合的な学習の時間

約100点の緻密な力作が並びます
9月7日　第1回植物細密画「北こぶし」サークル展

秋晴れの下、元気にスタートです
9月7日　瓜幕神社秋季例大祭・マラソン大会

町の100年の歴史を辿る写真展が開催
８月24日　開町100年記念事業「鹿追写真展」


